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研究成果の概要（和文）：金沢大学病院で行っている聴覚障害児の言語指導法（金沢方式）を幼児期に受け現在９歳以
上に達した者を対象に、ウエクスラー知能検査を実施した。対象は３０名で聴力レベルは50-120ｄBである。訓練開始
年齢は３歳以前に訓練を開始していた。言語性IQと読書力検査結果は高い相関を示したが、訓練開始年齢、聴力レベル
、動作性IQは言語性IQに影響を与えていなかった。また、０歳から１歳代のもの１０名の聴覚障害幼児を対象に、手話
による語彙数と文の初出年齢、助詞付き文の初出と手話語彙数を検討した。その結果、２語文は１０例ともに１歳代で
出現し、格助詞は指文字で１歳９ヶ月から２歳５ヶ月までに全員出現した。

研究成果の概要（英文）： Language abilities of 30 subjects with hearing impairment who received language 
training with the written-oral language method were assessed by Reading comprehension Test and Wechsler 
intelligence scales. The correlation between three factors( PIQ scores, training initiation age, degree 
of hearing loss), and VIQ scores was not significant,whereas that between reading comprehenison and VIQ 
scores was significant within the statistical analysis.Reading comprehension influenced subject'language 
ability.These findings suggest that developing reading comprehension by learning written language during 
infancy improves verbal language ability in people with hearing imapairment trained by the written-oral 
langauage method.
 We investigated the sentene acquisition profess ten severely hearing-impaired children ingfants 
retrospectively. At the age of 1 years, they express pairs of words. At the age of 2 years 
1month(median), they expressed sentences involving paraticles in sign language.

研究分野：言語聴覚療法学
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１．研究開始当初の背景 

最近は健聴児童の読書力の低下まで叫ば
れているが、聴覚障害児における読書力の問
題は長年の懸案であり、口頭（音声）言語の
発達遅滞と共に今もってそれに対する解決
策のコンセンサスは得られていない。 

聴覚障害児の訓練は、文部科学省が手話の
導入を薦めてから従来聴覚・口話が主であっ
た乳幼児期の訓練にも手話を導入する施設
が増加している。一方で、重度聴覚障害児の
音声言語獲得に対する機器として人工内耳
が 10数年前から医療機関で導入されている。
聴覚障害幼児の母国語獲得の方法論は、世界
的に未だ模索の段階である。その中で手話が
聴覚障害者にとっての母語であるという意
見もある。 

当該研究者らは、長年にわたり聴覚障害乳
幼児に文字言語を重視した言語訓練の実践
を継続する中で聴覚障害児の母語としての
話し言葉と書き言葉は健聴者と同様に可能
であることを見出し、国内外の学会で報告し
てきた。研究代表者らの方法は、金沢大学附
属病院を中心として石川県内数か所で行わ
れ広まりつつある。前回の研究成果として、
聴覚障害児にとって習得しやすい視覚情報
（文字言語）の成績が高いものほど話し言葉
（音声言語）の獲得が良好であることに気づ
き本研究の着想に至った。 

昨今の聾教育界では手話を幼児期から用
いるようになっているが、一方で補聴器や人
工内耳を装用している。手話のみであっても、
手話と補聴器などの音声言語も習得する方
法であっても、文字言語をどのように習得さ
せるかについてのコンセンサスは全くなく、
各施設に任せられていると言っても過言で
はない。聴覚障害児にとって、長じれば必ず
文字言語は情報収集源として必要なもので
ある。したがって、文字言語を幼児時期から
どのようなステップで習得させていくかを
明らかにすることは、聴覚障害児の社会参加
にとって著しく貢献することになる。 

 

２．研究の目的 

30 名の聴覚障害児に対して、乳幼児期より
手話や文字言語を導入する方法（金沢方式）
を用いて訓練した結果、聴力程度によらず. 

30 名中 80％のものが正常範囲の言語性知能
（IQ）を習得できることを前回の研究で報告
した。そこで本研究では、聴覚障害児が母国
語として話し言葉を習得するためには、文字
言語も含めて就学前にどの程度の言語習得
が必要かを検討して、早期発見から日本語
（話す・聞く・読む・書く）習得までの訓練
方針を立案することをめざすことにした。 

 

３．研究の方法 

(1)聴覚障害が発見されてから９歳代まで
の聴覚障害児で、金沢方式で訓練を受けてい
る児について、乳幼児期から就学期前後まで
の日本語の言語習得状況を縦断的に追跡す

る。方法は音声言語の発達については、ウエ
クスラー知能検査の言語性 IQ(VIQ)と動作性
IQ(PIQ)値を用いた。文字言語の理解に関す 
る発達については、幼児・読書検査（金子書
房）または教研式読書力検査低学年用を利用
した。研究期間中の発達経過を追跡すること
とした。 
(2)また、幼児期に言語聴覚療法を受けて

いる時の母親の記録（語彙や文）や代表者ら
が収録したビデオを用いて、幼児期にどの程
度の日本語習得が可能か、また幼児期の間に
どの程度の語彙や文を理解・表出できるかを
調査し、最終的には幼児期における聴覚障害
児の日本語獲得に向けての訓練法を立案す
ることとした。 
 
４．研究成果 
（1）０歳代から１歳に訓練を開始した 10 例
の重度聴覚障害幼児について、手話による表
出語彙数、助詞抜けの文表出、助詞付きの文
出現年齢とその時の手話の表出語彙数をま
とめた。助詞抜け２語文は 10 例ともに１歳
代で出現し、中央値は１歳５ヶ月であった。
その際の手話による表出語彙数は、３１-１
３５語で平均７２.５語であった。格助詞付
き文の初出は１歳９ヶ月から２歳５ヶ月ま
でに全例出現し、中央値は２歳１ヶ月であっ
た。その際の手話による表出語彙数は
165-431 語で平均２５３.５語であった。なお、
助詞は指文字での表出で、親や担当者がそれ
とわかるものを集計した。出現した格助詞の
うち最も早く出現したものについて検討し
た。その結果、「の」（例：パパの）が一番早
く出現した例は 10 例中６例で、「を」「が」
（例：ごはんを食べる、パパがいないなど）
が最も早く出現した例は３例で、「に」（例：
二階に行く）が最も早かったのでは２例であ
った。格助詞は健聴幼児では１歳終わりから
２歳過ぎに表出されるとされており、聴覚障
害幼児であっても健聴児とほぼ同様の年齢
から助詞の出現が可能であることがわかっ
た。以上より、聴覚障害児であっても１歳代
から助詞を使用した手話による文の刺激が
可能であり、また、健聴児とほぼ同様の時期
から表出できることが明らかとなった。金沢
方式では、これを文字言語に置き換え（例：
ご飯を食べる、プールに行くなど）、手話を
介在させながら文字言語や音声言語への移
行を計る方法を取るので、最終的に手話は消
失し、文字言語と音声言語を子どもは利用し
てコミュニケーションを計ることができて
いる。今回の研究から、幼児期早期より金沢
方式を用いることにより、従来から指摘され
ている聴覚障害児の構文の理解の問題も解
決に繋がるといえる。 
 
(2)金沢方式で幼児期に訓練を受けた９歳以
上に達した聴覚障害者を対象に、幼児期の文
字言語理解力の長期的音声言語理解力への
影響についてウエクスラー知能検査(WISC-



Ⅲ、WAIS－Ⅲ)と読書力検査を用いて分析し
た。その結果、言語性 IQ と読書力検査結果
は高い正の相関を示した。また、VIQ 値に与
える因子としては、訓練開始年齢、平均聴力
レベル、動作性 IQ(PIQ)については強い無相
関を示した。VIQ の獲得は、訓練開始年齢、
聴力レベル、PIQ に影響されないことがわか
った。訓練開始年齢が関係なかったという結
果は、今回の対象者の多くが０歳から３歳代
までに訓練を開始できていたからと考えた。
以上より、聴覚障害児が音声言語を獲得する
上で、特に高い PIQを必要とすることはなく、
幼児期からの文字言語を導入することは有
効であると考えた。 
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